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Elastic Services Controllerの概要
Cisco Elastic Services Controller（ESC）は仮想ネットワーク機能マネージャ（VNFM）であり、
仮想ネットワーク機能（VNF）のライフサイクル管理を実行します。ESCは、仮想サービスの
プロビジョニングと、正常性および負荷のモニタリングによって、エージェントレスのマルチ

ベンダー VNF管理を実現します。ESCでは、モニタリングのルールを定義するとともに、定
義されたルールの結果に基づいてトリガーされるアクションを関連付ける柔軟な対応が可能で

す。VNFMとして、一般的なライフサイクル管理操作に加えて、ESCは、VMで障害が発生し
た場合の自動VMリカバリをサポートしており、自動スケールインおよびスケールアウト機能
を実行します。ESCは、シスコおよびその他のサードパーティ製アプリケーションと完全に統
合されています。

• CiscoOrchestrationスイートの一部として、ESCはCiscoNetworkServicesOrchestrator（NSO）
を使用してパッケージ化されており、シスコのソリューションであるManaged Services
Acceleratorソリューション（MSX）内で使用できます。

• ESCは、専用仮想ネットワーク機能マネージャ（SVNFM）として、CiscoMobility VNFと
緊密に統合されます。

•また、ESCは汎用仮想ネットワーク機能マネージャ（GVNFM）としても使用でき、シス
コとサードパーティ両方の VNFのライフサイクル管理を提供します。

ESCは、OpenStack、VMware vCenter、KVMまたは AWS内の仮想マシンに展開され、仮想イ
ンフラストラクチャマネージャ（VIM）で VNFを管理します。

VNFマネージャとしての Elastic Services Controllerは、仮想マネージドサービスと、すべての
サービスプロバイダーの NFV展開を対象としています（仮想ビデオ、Wi-Fi、認証など）。

ESCは、基本的な VNFと複雑な VNFの両方を管理できます。基本的な VNFには、vFW、
vRouterなどの単一の VMが含まれます。

複雑な VNFには複数の VMが含まれており、VM間に依存関係がある単一のエンティティと
して組織化されています。
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IPv6のサポート

Elastic Services Controllerは、OpenStackで次の IPv6サポートを提供します。

• VNF管理

• HA ESCは、IPv4と IPv6での VNFを管理します（OpenStackと KVMのみ）。

Elastic Services Controllerは、ノースバウンドインターフェイス（NFVOから VNFMなど）と
サウスバウンドインターフェイス（VNFMからVNFなど）への IPv6サポートを提供します。
ノースバウンドとサウスバウンド両方の IPv6を同時にサポートするには、次の前提条件を満
たす必要があります。

• OpenStackクラウドコンピューティングが、エンドポイント（IPv6ベース）を含めて、IPv6
用にセットアップおよび設定されていること。

• OpenStackクラウドコンピューティングに、IPv6管理で os_apiベースのネットワークを使
用するコントローラ、エンドポイント、いくつかのコンピューティングホストが含まれて

いること。

• ESCのデフォルトのセキュリティグループルールは、IPv6トラフィックをサポートしま
す。

VMを展開するときに、IPv6サブネットのアウトオブバンドポートを VMに接続できま
す。ただし、この VMを削除する場合は、既知の OpenStackの問題により、同じ IPv6ア
ドレスを別の VMに接続することはできません。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


